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■研究の背景
ユーザニーズに適した製品やサービスの開発を目指す「人間中心設計」の取り組みでは、開発

の初期段階でアイデアを紙や段ボールなどの身近な素材で素早く具体化する「簡易試作」が有効
です。当場は簡易試作手法を開発し、様々な製品開発のプロジェクトの技術支援に適用していま
すが、ラフな簡易試作だけでは開発メンバー間でアイデアの詳細や発案者の意図の把握が難しい
ことや、次の段階に進むべきタイミングの判断に迷うケースが見受けられました。そこで、簡易
試作に具体的なユーザ体験（UX）がわかる工夫を施すことで、共通理解や合意形成が促進でき、
開発を円滑に進められると考えました。

本研究では、人間中心設計の考え方と簡易試作手法をもとに、道内企業の企画・設計担当者な
ど、デザイナーではない人たちでも手軽に活用できる「UXプロトタイピング手法」の開発に取り
組みました。

■研究の要点
１．リアリティをより体感できる「拡張簡易試作」の開発
２．UXの全体像を描く「ユースシーン試作」の開発
３．開発した試作技術の「試作活用ガイド（Web）」へのコンテンツ拡充

UXプロトタイピング手法 試作活用ガイド(Web)の拡充コンテンツ

■研究の成果
１．「拡張簡易試作」をケーススタディで試行した結果、簡易試作だけでは体験が難しい「光る」
「振動する」などの動的な機能についてユーザ体験の具体的な検証が可能となり、詳細なユーザ
要求の抽出にも有効であることが確認できました。

２．「ユースシーン試作」をケーススタディで試行した結果、製品とユーザを対比させながら空間
的・時系列的な検討が可能となり、製品アイデアの使用状況や文脈のユーザ体験の理解・共有
にも有効であることが確認できました。

３．道内企業がUXプロトタイピング手法を活用して、ユーザニーズに適した製品・サービスの開
発に取り組めるように、当場の「試作活用ガイド（Web）」に利活用の方法や拡張簡易試作のた
めの拡張メニュー・サンプルプログラム、ユースシーン試作のツールキットなど、コンテンツ
を拡充しました。
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金型溶接部に対するレーザ局所熱処理組織の解析
Analysis of the Microstructure at Laser Partial Heat-treatment for the Welding Part of Die
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■研究の背景
金属製品の量産に使用した金型は、割れや摩耗などの損傷が生じるため、溶接で補修し形状を

復元する必要があります。しかし、溶接補修によって生じた熱影響部は硬さや強度が低下し、割
れや摩耗が早期に発生することから耐久性の向上が課題となります。この対策として、レーザに
よる局所熱処理で熱影響部を強化する方法が期待されますが、レーザで適切な熱処理を加えるに
は、溶接補修した金型材料の組織変化を詳しく解析し、その上で適切な硬さが得られる熱処理条
件を探る必要があります。そこで熱影響部の組織を解析して硬さ変化の原因を明らかにし、熱影
響部の硬さを平均化させるレーザ熱処理条件を探りました。

■研究の要点
１．溶接補修した金型材料の熱影響部組織および硬さ変化機構の解析
２．熱影響部に対するレーザ局所熱処理の条件と硬さ変化の関連性評価
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■研究の成果 

１．溶接補修した金型材料の熱影響部には硬さのばらつきが生じました。この原因について、オース

テナイト変態温度以上に達した領域はマルテンサイト変態によって硬化し、それ以下の温度では炭

化物の析出および粗大化によって軟化することを明らかにしました。

２．レーザによる局所熱処理を加えた熱影響部は、表面温度をオーステナイト変態温度以上にするこ

とで軟化領域が硬化し、硬さのばらつきが平均化されました。また、レーザの走査速度を遅くする

と、冷却速度が低下することでマルテンサイト変態が起こらず、熱影響部がさらに軟化することを

明らかにしました。 
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■研究の成果
１．溶接補修した金型材料の熱影響部には硬さのばらつきが生じました。この原因について、

オーステナイト変態温度以上に達した領域はマルテンサイト変態によって硬化し、それ以下の
温度では炭化物の析出および粗大化によって軟化することを明らかにしました。

２．レーザによる局所熱処理を加えた熱影響部は、表面温度をオーステナイト変態温度以上にす
ることで軟化領域が硬化し、硬さのばらつきが平均化されました。これにより、良好なレーザ
熱処理条件を見いだすことができました。
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